
●
 編

集
発

行
：

国
土

交
通

省
大

臣
官

房
広

報
課

　
〒

100-8918 東
京

都
千

代
田

区
霞

が
関

2-1-3 TEL.03-5253-8111（
代

表
）　　

●
 編

集
協

力
：

日
経

印
刷

株
式

会
社

平
成

30年
3月

発
行（
隔
月
発
行
）

2018.4～
5

ISSN
 1346-7107

N
o
.1
4
9

http://www.mlit.go.jp/page/kouhoushi.html「国土交通」はホームページでもご覧になれます
ご意見・ご感想などはこちらまでお寄せください e-mail：hqt-kouhoushi@ml.mlit.go.jp

▶

2018.4～5

149no.

現場力　国土地理院 基本図情報部 画像調査課
 
　　　　　　訪れたいまち　山梨県北杜市

特集

飛躍する空港飛躍する空港

春の緑化機構ポスターB1.indd 1　 データ更新日時　2018/01/24 18:13:19
W728×H1030　 ＰＤＦ作成日時　2018/01/24 18:13:25
 loyal_X4_CS5.5_CC



3 2

　
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
わ
が
国
で
は
、
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
9
割
以
上
が
航
空
機
を
利
用
し
て
訪
れ

て
い
ま
す
。
空
港
は
日
本
の
玄
関
口
と
も
い
え
ま
す
。

　
急
増
す
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
や
航
空
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
今
、
空
港
の
機
能
強
化
を
す
べ
く
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
東
京

国
際
空
港（
羽
田
空
港
）と
成
田
国
際
空
港（
成
田
空

港
）の
首
都
圏
空
港
は
、“
日
本
と
世
界
”“
首
都
圏
と

地
方
”を
つ
な
ぐ
要
衝
で
あ
り
、国
際
競
争
力
の
強
化

や
地
域
活
性
化
な
ど
の
た
め
に
急
ピ
ッ
チ
で
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
首
都
圏
空
港
の
機
能
強
化
の
ほ

か
、
地
方
空
港
に
お
け
る
取
り
組
み
や
空
港
運
営
の

民
間
委
託
、
航
空
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
な
ど
の
施

策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

特集

飛
躍
す
る
空
港

　
本
年
は
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）
か
ら
起
算
し
て
満
１
５
０
年
に
当
た

り
ま
す
。

　
明
治
以
降
、
近
代
国
民
国
家
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
日
本
は
、
明
治
期
に

お
い
て
多
岐
に
わ
た
る
近
代
化
へ
の
取
り
組
み
を
行
い
国
の
基
本
的
な
形
を
築
き
上

げ
、
ま
た
、
日
本
の
良
さ
や
伝
統
を
生
か
し
た
技
術
や
文
化
も
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
政
府
で
は
「
明
治
１
５
０
年
」
を
節
目
と
し
て
、改
め
て
明
治
期
を
振
り
返
り
、

将
来
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
に
お
い
て
も
、
関
連
民
間
団
体
な
ど
と
連
携
し
多
様
な
「
明
治

１
５
０
年
」
関
連
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

「
明
治
１
５
０
年
」の
取
り
組
み

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/portal/

●
明
治
期
の
公
共
土
木
施
設
な
ど
に
関
連
す
る

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

●
明
治
期
の
歴
史
を
探
訪
す
る
旅
の
開
発

●
明
治
記
念
大
磯
邸
園（
仮
称
）の
整
備

●
明
治
期
の
地
図
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化

の
推
進
お
よ
び
展
示

●
明
治
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
海
図
の
収
集
、デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
推
進
お
よ
び
展
示
　
な
ど

国
土
交
通
省
の
主
な
取
り
組
み

明治150年 検索
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45

成田空港では、利便性・快適
性の向上に加え、おもてなしや
にぎわいの創出にも取り組ん
でいます。昨年、訪日外国人
旅行者に対し日本での滞在を
安心かつ快適に過ごしていた
だくための情報やサービスを
提供する「ビジター・サービス
センター」を第１ターミナルに
新設するとともに、到着時免税
店を各ターミナルにオープンし
ました。現在、第１ターミナル
３階（出国手続き後）において、商環境のさらなる拡充を目指し新たに
17店舗を整備する工事を行っています。他にも、全ターミナルにおいて

トイレの全面リニューアルを実施していま
す。特に利用者が多い11カ所のトイレに
ついては最新式の機器が備えられた「デ
ザイントイレ」とする整備を進めています。
また、日本文化に触れることができるイ
ベントを開催するなどソフト面でも「日本
にまた来たい」と思っていただけるような
「おもてなし」の演出を行っています。

プ
し
東
京
が
世
界
一
の
都
市
に
な
る
た
め
に
は
、国
際

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
弱
み
を
克
服
す
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
の
国
際
競
争
力
が
強
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
交
流
が
活
発
化
し
、

日
本
経
済
の
再
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、日
本
最

大
の
国
内
・
国
際
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
首
都
圏

空
港
が
よ
り
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、諸
外
国
の
成
長

力
を
国
内
各
地
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

現
在
、羽
田
空
港
お
よ
び
成
田
空
港
で
は
、発
着
容

量
を
増
や
す
機
能
強
化
策
が
検
討
・
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

特集 飛躍する空港

増
大
す
る
航
空
需
要
に
向
け
て

全
国
の
空
港
を
機
能
強
化

テ
ム
の
導
入
な
ど
、民
間
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
機

能
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
中
部
国
際
空
港
に
お

い
て
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ（
格
安
航
空
会
社
）専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
平
成
31
年
度
上
期
供
用
開
始
予
定
）な
ど
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、新
千
歳
空
港
、福
岡
空
港
、那
覇
空
港
に
お

い
て
は
滑
走
路
の
増
設
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
域
の
再
編

事
業
な
ど
を
軸
に
、
国
際
線
対
応
力
の
強
化
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
地
方
イ
ン
・
地
方
ア
ウ
ト
」の
誘
客
を
促

進
す
る
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、昨
年
７

月
、
地
方
自
治
体
な
ど
が
訪
日
客
誘
致
や
国
際
線
就

航
促
進
の
取
り
組
み
を
行
う
全
国
27
の
地
方
空
港
を

「
訪
日
誘
客
支
援
空
港
」と
し
て
認
定
し
、
国
際
線
着

陸
料
割
引
な
ど
の
新
規
就
航
・
増
便
へ
の
支
援
や
、搭

乗
橋
な
ど
の
旅
客
の
受
け
入
れ
施
設
整
備
へ
の
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
17
の
空
港
で
合
計

33
路
線
99
便
／
週（
昨
年
12
月
31
日
現
在
）の
国
際

旅
客
定
期
便
の
新
規
就
航
・
増
便
が
実
現
し
、
ま
た
、

昨
年
の
地
方
空
港
の
入
国
外
国
人
数
は
１
４
５
万
人

で
前
年
比
約
34
％
の
増
加
率
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
引
き
続
き
、
地
方
空
港
へ
の
国
際
線
就
航
促
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

首
都
圏
空
港
の
発
着
容
量
は
現
在
年
間
約
75
万
回

で
す
が
、
約
１
０
０
万
回
へ
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
も
、
ア
ジ
ア
地
域
の
主
要

都
市
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
発
着
容
量
を
誇
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
１
０
０
万
回
が
実
現
す
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン

（
１
１
４
万
回
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク（
１
２
６
万
回
）に

匹
敵
す
る
世
界
最
高
水
準
の
発
着
容
量
に
な
り
ま
す
。

首
都
圏
空
港
の
機
能
強
化
は
、観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
目

標
達
成
や
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
円
滑
な
開
催
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、わ
が
国
お
よ
び
首
都
圏
の
国
際
競
争
力
の

強
化
、ま
た
、
日
本
全
国
の
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も

必
要
で
す
。

世
界
の
主
要
な
44
都
市
を
対
象
に
都
市
の
力
を
表

す
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
総
合
的
に
評
価
し
た「
世
界

の
都
市
総
合
力
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
７
」（
森
記
念
財

団
発
表
）で
、東
京
は
ロ
ン
ド
ン
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
次

ぐ
世
界
第
３
位
の
評
価
を
得
ま
し
た
。
前
年
と
同
じ

順
位
で
し
た
が
、訪
日
外
国
人
の
増
加
や
、国
際
線
の

直
行
便
就
航
都
市
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
２
位
と

の
差
を
縮
め
ま
し
た
。
分
野
別
で
み
る
と
、交
通
・
ア

ク
セ
ス
分
野
が
前
年
11
位
か
ら
大
き
く
上
昇
し
た
も

の
の
６
位
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
ラ
ン
ク
ア
ッ

政
府
が
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た「
明
日
の

日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」（
以
下
、
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
）で
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
２
０
２
０
年

４
０
０
０
万
人
、
２
０
３
０
年
６
０
０
０
万
人
と
い
う

目
標
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

９
割
以
上
が
航
空
機
を
使
っ
て
日
本
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、空
港
の
機
能

強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
国
際
・
国
内
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
、わ
が
国
の
国
際
競
争
力

の
強
化
や
、
人
口
減
少
が
進
む
地
方
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
首
都
圏
空
港
を
中
心
と
し
た

空
港
の
機
能
強
化
や
、
航
空
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
元
の
理
解
を
得
て

首
都
圏
空
港
を
機
能
強
化
し
、

世
界
最
高
水
準
の
発
着
容
量
を
目
指
す

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
空

路
で
入
国
す
る
外
国
人
の
４
割
強
が
利
用
す
る
、
東

京
国
際
空
港（
羽
田
空
港
）と
成
田
国
際
空
港（
成
田

空
港
）の
首
都
圏
空
港
の
機
能
強
化
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

（
羽
田
空
港
の
機
能
強
化
策
は
８
～
９
ペ
ー
ジ
、成
田
空

港
は
10
～
11
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
）

「
訪
日
誘
客
支
援
空
港
」と
し
て
認
定
し
、

地
方
空
港
へ
の
国
際
線
就
航
を
支
援

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
目
標
達
成
に
向
け
て
は
、

首
都
圏
空
港
以
外
の
拠
点
と
な
る
空
港
の
機
能
強
化

も
必
要
不
可
欠
で
す
。

関
西
国
際
空
港
お
よ
び
大
阪
国
際
空
港
に
お
い
て

は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
空
港
運
営
の
民
間
委
託
が

開
始
さ
れ
て
お
り
、「
ス
マ
ー
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」シ
ス

総  

論

甲冑の着装体験な
ど、“日本ならでは”
のイベントを開催

昨年８月にリニューアルした第２
ターミナル到着ロビーのデザイ
ントイレ。利用頻度の低い和式ト
イレをなくし、大型カートも入れ
る個室も用意。円柱の背後に多
機能トイレを左右対称に配置。

コラム1

2017年

成田
29％

羽田
14％関西

27％

福岡 8％

那覇 6％

中部 ５％

新千歳 6％

地方空港 ５％

※	 主要７空港（羽田、成田、関西、中部、新千歳、福岡、那覇）以外の空港

114
162

37
59 42

70 65
100

51
83

72
97

126 129
100

ヒースロー、スタンステッド、ルートン
ガドウィック、シティ

349都市（国際334、国内15）

シャルルドゴール、オルリー
279都市（国際249、国内30）

JFK、ニューアーク、ラガーディア
224都市（国際123、国内101）

成田、羽田
150都市（国際102、国内48）

チャンギ国際
134都市（国際134、国内0）

香港国際（チェクラップコク）
142都市（国際142、国内0）

北京首都、南苑（国内のみ）
242都市（国際108、国内134）

仁川、金浦
145都市（国際137、国内8）

ロンドン（5） パリ（2） ニューヨーク（3） 東京（2）

シンガポール（1） 香港（1） 北京（2） ソウル（2）
凡 例

総発着回数
【万回/年】

総旅客数
【百万人/年】

※乗り継ぎ客
　は含まず

国内
国際

都市名（空港数）
対象空港

就航都市数（国際、国内）

119
目標

（１５０）

（59） （70）

（81）
（46）

（61）

（83）

（47）

（72）

（79）

（１2）

（１6）

（22）

（21）

75
+25

旅客数
も増加

今後の増加予定分

平成29年度時点の
空港処理能力

世界各都市内の空港の就航都市数・発着回数・旅客数

出典：法務省出入国管理統計

〈出典〉・発着回数、旅客数：ACI Annual World Airport Traffic Dataset, 2017 Edition（2016年のデータ）
　　　  ・就航都市数：OAG 時刻表（2017年3月26日～4月2日の定期旅客便のデータ）

地方空港※の訪日外国人受け入れ割合

成田空港が創出する快適おもてなし空間

ビジター・サービスセンターでは訪日外国人向
けのサービスや情報をワンストップで提供。内
装は木目と白を基調に、“水引き”のモチーフ
をアクセントに取り入れた、温かみがありかつ
モダンなデザイン。
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施設など
所有

運  営

国 民間
管制 滑走路など ターミナルビルなど

国

国 民間による一体運営

三セクなど

継続 譲渡運営権
の設定

段差をなくした
ステップレス搭
乗橋

特集 飛躍する空港

「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」を
活
用
し
、

空
港
運
営
の
民
間
委
託
を
推
進

わ
が
国
の
空
港
は
施
設
に
よ
っ
て
運
営
主
体
が
分

離
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
国
が
設
置
し
管
理
す
る
国
管

理
空
港
の
場
合
、
航
空
系
事
業（
滑
走
路
や
誘
導
路
、

管
制
塔
な
ど
）は
国
、
非
航
空
系
事
業（
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
や
駐
車
場
な
ど
）は
地
方
自
治
体
が
出
資

す
る
第
３
セ
ク
タ
ー
な
ど
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
で
は
、
物
販
や
飲
食
な
ど
の
収
入
を
原

資
に
着
陸
料
を
引
き
下
げ
て
就
航
路
線
・
便
数
を
拡

充
す
る
と
い
っ
た
、
一
体
的
・
機
動
的
な
運
営
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
国
土
交
通

省
で
は
、国（
地
方
自
治
体
が
設
置
し
管
理
す
る
空
港

に
お
い
て
は
地
方
自
治
体
）が
土
地
な
ど
の
所
有
権

を
留
保
し
つ
つ
運
営
権
を
設
定
し
、
民
間
事
業
者
が

航
空
系
事
業
と
非
航
空
系
事
業
を
一
体
経
営

す
る「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」を
活
用
し
た
空

港
経
営
改
革
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

空
港
運
営
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
で
、民
間

の
能
力
を
活
用
し
た
運
営
の
効
率
化
を
図
り
、

着
陸
料
な
ど
の
空
港
利
用
料
金
の
引
き
下
げ

や
、空
港
の
特
徴
を
生
か
し
た
機
動
的
で
柔
軟

な
料
金
設
定
を
通
じ
た
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拡
充
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
空
港
施
設
そ
の
も
の
の
魅
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
集
客
力
を
強
化
す
る
こ
と
や
、
空
港
を
核

と
し
た
地
域
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
７
月
に
国
管
理
空
港
と
し
て
全

国
で
初
め
て
民
間
委
託
さ
れ
た
仙
台
空
港
で

は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
誘
致
を
行
い
、
民
間

委
託
１
年
後
の
国
際
線
の
旅
客
数
が
前

年
比
約
１
・
７
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
東
北
地
方
の
観
光
地
と
直
結
す
る

バ
ス
路
線
が
開
設
す
る
な
ど
空
港
ア
ク
セ

ス
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
は
高
松
空
港
と
神
戸

空
港
の
民
間
委
託
が
開
始
さ
れ
ま
す
。今

後
も
、福
岡
空
港
、北
海
道
内
の
７
空
港※

、

熊
本
空
港
な
ど
の
民
間
委
託
の
実
現
に

向
け
て
手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

官
民
一
体
で

航
空
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

航
空
需
要
の
拡
大
に
加
え
、
空
港
間

競
争
の
激
化
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
巡
る
脅

威
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
な
ど
、
空
港
を

め
ぐ
る
新
た
な
課
題
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を

背
景
に
空
港
で
働
く
職
員
の
人
手
不
足

な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応

し
、
利
用
者
目
線
で
世
界
最
高
水
準
の
旅
客
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
す
る
た
る
た
め
、先
端
技
術
の
活
用
に
よ
る

空
港
運
用
・
管
理
の
高
度
化
を
図
る「
航
空
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

航
空
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
あ
た
り
、「
官
民
」

や「
民
民
」の
協
調
が
特
に
不
可
欠
な
分
野
と
し
て
次

の
分
野
を
当
面
の
取
り
組
み
分
野
と
し
て
い
ま
す
。

❶FAST TRAVEL

（
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ベ
ル
）の
推
進

最
先
端
機
器
に
よ
る
搭
乗
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
手
荷

物
預
か
り
の
自
動
化
、保
安
検
査
の
高
度
化
な
ど
、ス

ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
快
適
な
旅
行
環
境
に
向
け
た
空
港

で
の
諸
手
続
や
動
線
の
円
滑
化
を
図
る
。

❷
地
上
支
援
業
務
の
省
力
化
・
自
動
化

航
空
機
の
牽
引
や
乗
客
輸
送
用
の
バ
ス
な
ど
に
無

人
車
両
を
導
入
す
る
な
ど
、
地
上
支
援
業
務
の
省
力

化
と
自
動
化
を
図
る
。

国
土
交
通
省
で
は
本
年
１
月
、
定
期
航
空
協
会
お

よ
び
全
国
空
港
ビ
ル
協
会
と
共
同
で
、
第
１
回「
航
空

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
官
民
連
絡
会
」を
開
催
し
ま
し

羽田空港におけるユニバーサルデザインの実施

羽田空港では、ＵＤ（ユニバーサルデザイン）の考え
方に基づき誰もが使いやすいターミナルづくりを推進
しています。中でも国際線ターミナルは、設計段階か
ら有識者や航空会社、鉄道事業者などの関係事業者
などによる「ＵＤ検討委員会」を設置し、そこでの意見
や提案を設計・施工に反映しました。特に施工段階
では、トイレや案内サインなどについて38回にもわた
るワークショップを開催し、障がいのある方や子育て
中の方らへのヒアリングや実証検証などを行いました。
供用開始後も、隔年で「ＵＤ検討委員会」を開催し、必
要に応じた改善を実施してスパイラルアップを行って
います。今後は最新の ICT（情報通信技術）を活用した情報ＵＤを充実させ、さらなる利用
者の利便性・快適性向上に努めています。

た
。
こ
の
会
議
で
は
、FAST TRAVEL

と
地
上
支

援
業
務
の
省
力
化
・
自
動
化
の
推
進
に
向
け
、官
民
一

丸
と
な
っ
て
航
空
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
体
制

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
も
官
民
一
丸
と
な
っ

て
航
空
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

落
下
物
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

昨
年
９
月
に
航
空
機
か
ら
の
落
下
物
事
案
が
続
け

て
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
落
下
物
の
未
然
防
止

策
お
よ
び
万
一
事
案
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
の
強

化
の
両
面
か
ら
、こ
れ
ま
で
講
じ
て
き
た
落
下
物
対
策

を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
昨
年
11
月
か
ら
有
識
者

や
実
務
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る「
落
下
物
防
止
等

に
係
る
総
合
対
策
推
進
会
議
」を
開
催
し
、関
係
者
が

一
丸
と
な
っ
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、ま
ず
は
点
検
・
整
備
を
徹
底
す
る
な

ど
、未
然
防
止
策
の
徹
底
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

観
点
か
ら
は
、「
国
内
航
空
会
社
お
よ
び
日
本
に
乗
り

入
れ
る
外
国
航
空
会
社
が
遵
守
す
べ
き
落
下
物
防
止

対
策
基
準
の
策
定
」「
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
た

未
然
防
止
策
の
徹
底
」「
空
港
管
理
者
に
よ
る
駐
機
中

の
機
体
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
構
築
」な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

ま
た
、事
案
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
の
強
化
と
い

う
観
点
か
ら
は
、「
警
察
な
ど
の
協
力
も
得
て
落
下
物

に
関
す
る
情
報
収
集
の
強
化
」「
落
下
物
の
原
因
者
で

あ
る
航
空
会
社
に
対
し
て
行
う
処
分
な
ど
の
具
体
的

な
内
容
や
手
続
き
の
検
討
」「
関
係
す
る
航
空
会
社
が

連
帯
し
て
補
償
す
る
救
済
制
度
の
加
入
促
進
や
見
舞

金
制
度
の
創
設
」な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さまざまなお客様の利用を考
慮し、機能的な機器配置がさ
れている多機能トイレ。緊急時
に光るフラッシュライトは一般
用トイレにも設置。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
り
組
み

昨
年
2
月
に
政
府
が
決
定
し
た「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０
行
動
計
画
」で
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
向
け

た
さ
ら
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
う
と
と
も
に
、
全

国
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
水
準
の
底
上
げ
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
空
港
が
全
て
の
利
用
者
に
と
っ

て
よ
り
便
利
で
快
適
な
施
設
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き

バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

案内カウンターは車いす利用者にも配慮
したデザインに。航空機の座席まで利用
できる車イスの貸し出しも行っている。

コラム2

UD フォントを採用するなど判読し
やすいように工夫されているフライ
トインフォメーションボード。反射防
止のためガラスはいれていない。

※　新千歳、稚内、釧路、函館、旭川、帯広、女満別7

FAST TRAVEL 事例

空港経営改革の概要（国管理空港の場合）

自動チェックイン 保安検査の高度化 新技術を活用した入国審査

共有チェックイン機（CUSS） スマートセキュリティ

高性能X線
検査装置

バイオカート
自動化ゲート

顔認証ゲート

自動チェックイン機の導入
により省力化と円滑化

新技術を活用することに
より、保安検査の高度化

審査待ち時間にバイオカー
トを使用し上陸者情報を
事前取得し、手続の省力化

チェックインなどの
簡略化・自動化

スマートセキュリティ
保安検査の高度化

CIQ（税関・出入国
管理・検疫）の革新

有人チェックイン 従来の保安検査 従来の入国審査

自動手荷物預け機
（CUBD）

出典 : 成田国際空港株式会社、法務省 HP
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訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
を
受
け

期
待
さ
れ
る
空
港
の
機
能
強
化

都
心
か
ら
近
く
、
24
時
間
運
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

海
外
の
主
要
都
市
と
東
京
を
結
ぶ
直
行
便
の
需
要
に

対
応
し
た
国
際
空
港
と
し
て
の
機
能
強
化
が
期
待
さ

れ
て
い
る
羽
田
空
港
は
、
豊
富
な
国
内
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
連
携
す
る
こ
と
で「
日
本
全
国
と
世
界
を
つ
な

ぐ
」と
い
う
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。　

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
２
０
２
０
年
４
０
０
０
万

人
と
い
う
目
標
が
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
ら
れ
る
中
、

羽
田
空
港
の
国
際
線
旅
客
数
は
平
成
22
年
10
月
の
国

際
線
定
期
便
の
就
航
開
始
か
ら
年
々
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、他
国
や
航
空
会
社
か
ら
就
航
し
た
い

と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
も
多
く
、
現
在
、
羽
田
空
港
は
フ

ル
稼
働
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、わ
が
国
の
国
際
競
争
力
を
高

め
る
た
め
に
も
、
羽
田
空
港
の
国
際
線
増
便
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
48
都
市
を
結
ぶ
国
内
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

連
携
す
る
こ
と
で
、海
外
・
国
内
の
交
流
が
活
性
化
さ

れ
、地
方
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
新
し
い
滑
走
路
を
造
っ
た
と
し
て
も
、
東

京
湾
上
空
は
大
変
混
雑
し
て
い
る
た
め
、
発
着
容
量

を
ほ
と
ん
ど
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

既
存
の
滑
走
路
の
使
い
方
や
飛
行
経
路
を
見
直
す
こ

と
に
よ
っ
て
発
着
容
量
を
増
や
す
機
能
強
化
方
策
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

飛
行
経
路
の
見
直
し
な
ど
で

２
０
２
０
年
に
は
深
夜
・
早
朝
時
間
帯
以
外
の

国
際
線
の
発
着
容
量
が
約
1.7
倍
に

平
成
26
年
７
月
に
首
都
圏
空
港
機
能
強
化
技
術
検

討
小
委
員
会
に
よ
り
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
、「
首
都
圏

空
港
機
能
強
化
の
技
術
的
な
選
択
肢
」に
お
い
て
、
羽

田
空
港
に
つ
い
て
は
滑
走
路
処
理
能
力
の
再
検
証
や

滑
走
路
運
用
・
飛
行
経
路
の
見
直
し
に
よ
り
、現
在
年

間
約
45
万
回
の
発
着
容
量
を
年
間
約
４
万
回
拡
大
で

き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、昼
間
の
国

際
線
の
便
数
が
１
日
あ
た
り
約
80
便
か
ら
約
１
３
０

便
へ
と
50
便
ほ
ど
増
や
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す（
深

夜
・
早
朝
も
含
め
る
と
１
１
０
便
か
ら
１
６
０
便
）。

年
間
約
４
万
回
拡
大
に
向
け
た
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

発
着
需
要
の
多
い
時
間
帯
に
限
り
、飛
行
経
路
を
見
直

す
方
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
飛
行
経
路
は
風
向
き

に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
北
風
の
場
合
に
お
い
て
は

荒
川
上
空
を
飛
行
す
る
出
発
経
路
を
、南
風
の
場
合
に

お
い
て
は
空
港
北
側
の
陸
域
か
ら
の
到
着
経
路
や
川

崎
方
面
へ
の
出
発
経
路
を
そ
れ
ぞ
れ
新
飛
行
経
路
と

し
て
設
定
す
る
こ
と
で
、
国
際
線
増
便
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
平
成
28
年
に
、
こ
の
増
便
が

日
本
全
国
に
与
え
る
経
済
波
及
効
果
な
ど
に
つ
い

て
、
約
４
０
０
億
円
の
総
事
業
費
に
対
し
て
、
年
間

約
６
５
０
０
億
円
も
の
経
済
波
及
効
果
が
あ
り
、
約

５
３
０
億
円
の
税
収
が
増
加
し
、そ
し
て
約
５
万
人
の

雇
用
が
増
加
す
る
と
計
算
し
て
い
ま
す
。

丁
寧
な
情
報
提
供
に
向
け
て

住
民
説
明
会
を
実
施

羽
田
空
港
の
機
能
強
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

で
き
る
限
り
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、こ
れ
ま
で
東
京
・
神
奈

川
・
埼
玉
の
計
66
会
場
で
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
型※

住
民
説

明
会
を
実
施
し
、
機
能
強
化
の
必
要
性
や
実
現
方
法
、

平
成
28
年
７
月
に
策
定
し
た「
環
境
影
響
等
に
配
慮

し
た
方
策
」の
進
捗
状
況
な
ど
に
加
え
、
騒
音
や
落
下

物
へ
の
対
策
、新
飛
行
経
路
に
関
す
る
情
報
を
説
明
す

る
な
ど
、丁
寧
な
情
報
提
供
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
騒
音
対
策
に
つ
い
て
は
、「
公
共
用
飛
行

場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
」（
騒
防
法
）に
よ
る
教
育
施
設
な

ど
に
対
す
る
騒
音
防
止
工
事
の
助
成
基
準
を
新
た
に

見
直
し
、
従
来
の
学
校
や
病
院
な
ど
の
施
設
に
加
え
、

家
庭
的
保
育
事
業
を
行
う
施
設
な
ど
に
つ
い
て
も
助

成
の
対
象
と
す
る
予
定
で
す
。
併
せ
て
、航
空
機
の
騒

音
を
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
騒
音
測
定
局
の
増
設

な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
落
下
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
落
下
物
防
止
対

策
基
準
の
策
定
や
駐
機
中
の
機
体
チ
ェ
ッ
ク
を
羽
田

空
港
で
特
に
強
化
し
て
行
う
な
ど
の
総
合
的
な
対
策

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
➡
落
下
物
対
策
に
つ
い
て
は
７
ペ
ー
ジ「
総
論
」参
照

今
後
も
さ
ら
に
関
係
自

治
体
と
連
携
し
て
、
オ
ー
プ

ン
ハ
ウ
ス
型
住
民
説
明
会

の
利
点
を
生
か
し
た
双
方

向
の
対
話
を
行
い
な
が
ら
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
デ
ィ
ア

を
活
用
し
た
広
報
な
ど
で
引

き
続
き
情
報
提
供
を
行
い
、

機
能
強
化
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
な
情
報
提
供
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

施
設
整
備
を
通
じ
て

よ
り
便
利
で
快
適
な
空
港
へ

年
々
増
加
す
る
羽
田
空
港
の
国
際
線
旅
客
数
は
、

昨
年
約
１
７
０
０
万
人
に
達
し
、さ
ら
な
る
国
際
線
旅

客
数
の
増
加
に
対
応
す
る
玄
関
口
と
し
て
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
機
能
を
拡
張
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
現
在
の
国
際
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
既
存
施
設
の
有
効

活
用
と
い
う
観
点
か
ら
、
現

在
国
内
線
専
用
で
あ
る
第

２
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
南
側
を
増

改
築
し
、
国
際
線
対
応
施

設（
Ｃ
Ｉ
Ｑ
施
設
、
免
税
店
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
、

手
荷
物
受
取
場
な
ど
）を
設

け
、
こ
れ
に
伴
う
見
合
い
の

国
内
線
対
応
施
設
を
第
２

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
北
側
に
増
設

す
る
整
備
計
画
を
、
国

土
交
通
省
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
官

庁
、タ
ー
ミ
ナ
ル
運
営
会

社
な
ど
が
協
力
し
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、国
際
線
旅
客
数

の
増
加
へ
の
対
応
に
あ
た

り
、
既
に
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
を
含
め
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
さ
ら
な
る

推
進
や
、
国
際
線
か
ら
国
内
線
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
乗
り

継
ぎ
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
へ
の“
お
も
て
な
し
”の
演

出
な
ど
、
快
適
性
・
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
利

活
用
や
、
ボ
デ
ィ
ス
キ
ャ
ナ
ー
な
ど
の
最
新
保
安
検
査

機
お
よ
び
入
国
審
査
に
お
け
る
顔
認
証
ゲ
ー
ト
の
運
用

開
始
な
ど
、 

最
先
端
技
術
の
導
入
も
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

拡
充
と
あ
わ
せ
て
、
エ
ア
ポ
ー
ト
ホ

テ
ル
や
産
業
交
流
施
設
、
羽
田
空
港

と
先
端
産
業
が
集
積
す
る
川
崎
側

を
結
ぶ
連
絡
道
路
の
建
設
な
ど
、
多

く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
利
便
性
の
さ
ら
な
る
向
上
が

期
待
で
き
ま
す
。

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
飛
行
経

路
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
機
能
強
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
周
辺
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
て
そ
の
効
果
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

飛
行
経
路
の
見
直
し
な
ど
で
発
着
容
量
を
拡
大
し

日
本
全
国
と
世
界
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

東
京
国
際
空
港（
羽
田
空
港
）

特集 飛躍する空港

羽田空港の概況
● 種別　国管理空港
● 運用時間　24時間
● 利用時間　24時間
● 滑走路　４本
● 旅客ターミナル　３カ所（国内２、国際１）

※	 説明パネルなどの展示と併せ、担当者が参加者の意見などに対して適切に説明を
させていただくとともに、意見などを伺う形式

滑走路運用・飛行経路の見直し案

羽田空港の旅客数・発着容量の推移

オープンハウス型
住民説明会の様子

第２ターミナル南側の増改築工事の様子

羽田空港のターミナルビルの拡充箇所

新飛行経路案（南風の場合）
（離陸・着陸合計：９０回／時）

南風運用の割合
　約4割（年間平均）
南風の場合の新経路の運用時間
　１５：００～１９：００
　（切り替え時間を含むため、実質3時
    間程度の運用）

新飛行経路案（北風の場合）
（離陸・着陸合計：９０回／時）

北風運用の割合
　約６割（年間平均）
北風の場合の新経路の運用時間
　７：００～１１：３０および
　１５：００～１９：００
　（15時～19時については、この時間
　  帯のうち実質3時間程度の運用）

国内線東貨物地区国内線東貨物地区

国内線西貨物地区国内線西貨物地区

第２ターミナル第２ターミナル

国際線ターミナル国際線ターミナル

第１ターミナル第１ターミナル

（凡例）
： 国際線
： 国内線
： 拡充箇所現国際線ターミナルの拡充

国内線対応施設の整備 国際線対応施設の整備

平成  18　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28（年度）

（万人）
7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

出典：空港管理状況調書（国土交通省航空局）

（万回）
50

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0
162 195 244 276

482
727 795 804

1,156
1,343

1,564

6,527 6,495 6,316
5,933 5,881

5,642
5,875

6,141
6,266 6,255

6,609

30.3

37.1
39.0

29.6

41.0

44.7

国際線旅客数

国内線旅客数

年間発着枠
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も
管
制
官
が
航
空
機
の
位
置
を
精
密
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
本
の
滑
走
路
を
独
立

に
運
用
す
る
同
時
並
行
離
着

陸
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
時
間
値
が
64
回
か
ら
最

大
68
回
へ
と
４
回
増
加
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
着
陸
後
の
航
空

機
が
滑
走
路
か
ら
離
脱
す
る

時
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
、
高

速
離
脱
誘
導
路
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
値
が
４

回
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
年
間
４
万

回
の
発
着
回
数
の
増
加
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に

掲
げ
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
２
０
３
０
年
６
０
０
０
万
人

と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
更
な
る
発
着
容
量
拡
大

の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

四
者
協
議
会
合
意
の
も
と

発
着
容
量
の
拡
大
へ

成
田
空
港
の
年
間
発
着
容
量
を
30
万
回
か
ら
50
万

回
ま
で
拡
大
す
る
た
め
の
更
な
る
機
能
強
化
策
に
つ

い
て
は
、
国
土
交
通
省
、
千
葉
県
、
空
港
周
辺
の
９

市
町
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社（
Ｎ
Ａ
Ａ
）で
構
成

さ
れ
る「
成
田
空
港
に
関
す
る
四
者
協
議
会
」（
以
下
、

回
数
や
旅
客
数
、
貨
物
の
取
扱
量
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、こ
れ
に
対
応
し
た
空
港
の
機
能
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

就
航
需
要
に
応
え
る
た
め
時
間
値
を
向
上

成
田
空
港
の
国
際
競
争
力
を
高
め
る
に
は
、発
着
容

量
の
拡
大
が
必
須
で
す
。成
田
空
港
で
は
航
空
会
社
の

需
要
が
一
部
の
時
間
に
集
中
し
て
し
ま
う
状
況
が
あ

り
、
現
在
需
要
に
応
え
き
れ
て
い

な
い
時
間
帯
が
発
生
し
て
い
る
た

め
、
時
間
値（
航
空
機
が
１
時
間

あ
た
り
に
発
着
で
き
る
数
を
示
し

た
値
）を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

平
成
23
年
10
月
よ
り
２
本
の

滑
走
路
か
ら
同
時
に
発
着
で
き

る
同
時
並
行
離
着
陸
方
式
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年

に
管
制
機
能
の
高
度
化（
管
制

機
能
の
高
度
化
に
必
要
な
監
視

装
置「
Ｗ
Ａ
Ｍ:W

ide Area 
M

ulti-lateration
」を
導
入
）

を
実
施
し
、
悪
天
候
時
で
あ
っ
て

四
者
協
議
会
）で
平
成
27
年
９
月
か
ら
検
討
を
開
始

し
、
国
土
交
通
省
と
Ｎ
Ａ
Ａ
は
平
成
28
年
９
月
に
開

催
さ
れ
た
四
者
協
議
会
で
、「
第
３（
Ｃ
）滑
走
路
の

増
設
」や
、「
夜
間
飛
行
制
限
の
緩
和
」、「
Ｂ
滑
走
路

の
延
伸
」な
ど
の
機
能
強
化
策
を
提
案
し
ま
し
た
。
夜

間
飛
行
制
限
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
地
域
住
民
の
環

境
へ
の
配
慮
か
ら
、午
後
11
時
か
ら
午
前
６
時
ま
で
の

７
時
間
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
際
競
争
力
の
確
保
の

観
点
か
ら
、
そ
の
緩
和
に
つ
い
て
提
案
し
た
も
の
で
す
。

成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
の
必
要
性
や
そ
れ

に
伴
う
環
境
対
策
・
地
域
共
生
策
な
ど
に
つ
い
て
、延

べ
２
０
０
回
を
超
え
る
住
民
説
明
会
を
実
施
し
理
解

を
求
め
た
結
果
、
本
年
３
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
四

者
協
議
会
に
お
い
て
、
更
な
る
機
能
強
化
策
に
つ
い

て
最
終
的
に
合
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
夜
間
飛
行
制

限
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
第
３
滑
走
路
供
用
ま
で
の
当

面
の
間
は
Ａ
滑
走
路
に
お
い
て
制
限
時
間
を
午
前
０

時
か
ら
午
前
６
時
ま
で
の
６
時
間
と
し（
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
ま
で
に

実
施
）、供
用
後
は
制
限
時
間
を
午
前
０
時
半
か
ら
午

前
５
時
ま
で
と
す
る
と
と
も
に
、各
滑
走
路
の
運
用
時

間
を「
午
前
５
時
か
ら
午
後
10
時
」と「
午
前
７
時
半

か
ら
午
前
０
時
半
」の
２
種
類
と
す
る「
ス
ラ
イ
ド
運

用
」を
採
用
し
、飛
行
経
路
下
に
お
け
る
静
穏
時
間
を

そ
れ
ぞ
れ
７
時
間
確
保
し
ま
し
た
。
今
後
、合
意
内
容

に
つ
い
て
、必
要
な
手
続
き
を
経
た
上
で
事
業
に
着
手

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

東
京
五
輪
に
向
け
て

利
便
性
・
快
適
性
も
追
求

成
田
空
港
の
国
際
競
争
力
向
上
の
た
め
に
は
発
着

容
量
の
拡
大
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
急
成
長
す
る
Ｌ

Ｃ
Ｃ
へ
の
対
応
で
す
。
平
成
27
年
に
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
供
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、設
備
・
構
造
を
簡
素
化

し
て
航
空
会
社
や
利
用
者
の
利
用
料
を
抑
え
て
お
り
、

年
間
７
５
０
万
人
の
旅
客
取
扱
能
力
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
乗
り
入
れ
が
平
成
29
年
に
は
旅
客
便

の
発
着
回
数
の
３
割
を
超
え
る
ほ
ど
に
増
加
し
て
お

り
、今
後
も
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、旅
客
数
と
と
も
に
貨
物
の
取
扱
量
も
増
え
て

お
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
昨
年
３
月
に
は
貨
物

ビ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
な
ど
を
行
い
、
処
理
能
力

が
年
間
２
４
０
万
ト
ン
に
拡
大
し
ま
し
た
。

一
方
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
や
利
便
性
向

上
が
求
め
ら
れ
る
エ
リ
ア
も
多
く
、
第
１
お
よ
び
第
２

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
や
Ｃ
Ｉ
Ｑ

施
設
の
整
備
な
ど
を
、
国
土
交
通
省
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
官
庁
、

Ｎ
Ａ
Ａ
な
ど
が
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け

て「
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０
２
０
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」を
踏
ま
え
、

誰
に
と
っ
て
も
、
よ
り

快
適
で
利
用
し
や
す

い
施
設
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
日
本
文

化
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど「
お
も
て
な

し
」を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
取
り
組
み
も
進

め
て
い
ま
す
。

特集 飛躍する空港

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

航
空
網
の
要
衝
と
し
て

求
め
ら
れ
る
空
港
の
機
能
強
化

海
外
１
１
０
都
市（
平
成
29
年
11
月
時
点
）と
結
ば

れ
た
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
み
と
し
、
ア
ジ
ア
と
北

米
を
つ
な
ぐ
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
成
田
空

港
は
、
国
際
旅
客
の
需
要
が
増
え
て
い
る
中
で
、
わ
が

国
の
国
際
線
基
幹
空
港
と

し
て
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
、

仁い
ん
ち
ょ
ん川
空
港（
韓
国
）な
ど
の

ア
ジ
ア
の
主
要
国
際
空
港
と

の
空
港
間
競
争
が
激
化
し
て

お
り
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る

空
港
と
な
る
た
め
に
は
利
便

性
を
高
め
国
際
競
争
力
を

確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
増
加
や
航
空
自

由
化（
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ※

）に

よ
る
就
航
都
市
数
の
拡
大
と

と
も
に
、
成
田
空
港
の
発
着

第
３
滑
走
路
の
増
設
な
ど
に
よ
り
発
着
容
量
を
拡
大
し

国
際
競
争
力
を
高
め
る

成
田
国
際
空
港（
成
田
空
港
）

※　企業数、路線および便数に係る制限を二国間で相互に撤廃すること。

成田空港の概況
● 種別　会社管理空港（会社が設置し管理する空港）
● 運用時間　24時間
● 利用時間　６時～23時
● 滑走路　2本
● 旅客ターミナル　３カ所（国内・国際共用３）

4500

4000

3500

3000

2500
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1500

1000

500

0

30

25
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15
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5

0
１
９
７
８

１
９
８
０

１
９
８
５

１
９
９
０

１
９
９
５

２
０
０
０

２
０
０
５

２
０
１
０

２
０
１
５

２
０
１
６

発
着
回
数（
万
回
）

旅
客
数（
万
人
）・
貨
物
量（
千
ト
ン
）

旅客数（万人）
貨物量（千トン）
発着回数（万回）

（
年
度
）

成田空港の航空取扱量推移

高速離脱誘導路整備後の1日の発着枠配分状況イメージ図
（時間帯ごとの発着回数と航空会社の需要）

滑走路の具体的な位置（四者協議会での合意事項）

天井に化粧ボードを貼らず、はりや配管が
むき出しとなっている第３ターミナル

出発便数（当初配分）
到着便数（当初配分）

各航空会社からの発着枠の要望数
高速離脱誘導路整備後の
時間帯ごとの発着回数の上限
現在の時間帯ごとの発着回数の上限

72

68

（
発
着
回
数
）

時間帯ごとの
発着回数の増加

需要に応えきれていない時間帯

6 7 8 9 10 11 12 20 21 2213 14 15 16 17 18 19 （時）
※各航空会社からの発着枠の要望とそれに対する発着枠の当初配分を図表化したものであり、実際の許可ダイヤの内容とは異なる。また、定
期便の数のみであり、チャーター便などの数は含まれない。
※発着回数の上限は最大値として示したものであり、実際の運用においては、当該時間帯の到着と出発の組み合わせに応じ変動するため、図
表上では上限に達していないが、これ以上配分できない時間帯もある（15時台など）。また、これとは別に、夜間時間帯における発着回数
の抑制や、航空機の遅延による混雑を吸収するために、発着回数を抑制する時間などが設けられている。 ※北風運用時の離陸の場合

悪天候時
も可能に

同
時
離
着
陸
を
行
わ
な
い
場
合

同
時
離
着
陸
を
行
う
場
合

管制機能の高度化による
同時離着陸のイメージ
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地
図
作
成
の
大
本

「
空
中
写
真
撮
影
」

国
土
地
理
院（
本
院
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

は
、
測
量
と
地
図
作
成
を
主
な
業
務
と
し
て

い
ま
す
。
国
土
地
理
院
が
作
成
す
る「
基
本

図
」は
、わ
が
国
の
形
状
・
地
形
・
地
名
・
交

通
・
建
物
な
ど
の
基
本
的
な
情
報
を
整
備
し

た
地
図
で
あ
り
、全
て
の
地
図
の
基
礎
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。山
奥
深
く
か
ら
絶

海
の
孤
島
ま
で
、
全
国
土
を
隙
間
な
く
隅
々

ま
で
カ
バ
ー
す
る
地
図
は「
基
本
図
」の
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
に
伊い

能の
う
忠た
だ
敬た
か
が
足
か
け
17
年
を

か
け
て
全
国
を
歩
い
て
測
量
し
た
よ
う
に
、古

く
は
人
が
現
地
ま
で
赴
き
計
測
し
て
地
図
を

作
成
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
代
で
は
、

測
量
用
の
航
空
機
で
空
か
ら
真
下
を
撮
影
し

た
空
中
写
真
を
用
い
て
地
図
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

国
土
地
理
院
の
測
量
用
航
空
機「
く
に
か

ぜ
Ⅲ
」に
画
像
調
査
課
機
動
撮
影
係
の
職
員

が
搭
乗
し
、
基
本
図
を
作
る
た
め
の
空
中
写

真
撮
影
を
行
い
ま
す
。

「
く
に
か
ぜ
Ⅲ
」
が
運
用
を
開
始
し
た

の
は
、
平
成
22
年
６
月
で
す
。
昭
和
35
年

（
１
９
６
０
年
）就
航
の「
く
に
か
ぜ
」、
昭
和

58
年（
１
９
８
３
年
）就
航
の「
く
に
か
ぜ
Ⅱ
」

ま
で
は
、
海
上
自
衛
隊
に
運
航
を
委
託
し
て

い
ま
し
た
が
、「
く
に
か
ぜ
Ⅲ
」か
ら
は
運
航

を
民
間
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

二
人
一
組
で
行
わ
れ
る
空
中
写
真
撮
影

天
候
次
第
で
長
時
間
に
及
ぶ
こ
と
も

「
く
に
か
ぜ
Ⅲ
」に
は
約
２
億
画
素
の
高
性

能
な
デ
ジ
タ
ル
航
空
カ
メ
ラ
が
搭
載
さ
れ
て

お
り
、
隣
り
合
う
空
中
写
真
が
約
60
％
重
な

る
よ
う
に
平
行
移

動
し
な
が
ら
垂
直

写
真
を
撮
影
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、

撮
影
中
は
、
Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
衛
星※

か
ら
の

電
波
と
、
高
精
度

の
慣
性
計
測
装

置
に
よ
り
、０
・
０
０
５
秒
間
隔
で
機
体
の
位

置
と
姿
勢
を
計
測
し
ま
す
。

画
像
調
査
課
長
補
佐
の
南

秀
和
と
機
動
撮
影
係
長
の
原

田
知
明
は
、
昨
年
４
月
か
ら

現
職
に
就
き
ま
し
た
。
原
田
は

「
く
に
か
ぜ
Ⅲ
」の
導
入
に
も

携
わ
っ
て
お
り
、
約
６
年
ぶ
り

の
撮
影
業
務
に「
く
に
か
ぜ
Ⅲ

に
は
、
や
は
り
格
別
の
愛
着
が

あ
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

機
動
撮
影
係
の
業
務
は
、
南

と
原
田
以
外
に
係
員
３
名
の

計
５
名
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

「
く
に
か
ぜ
Ⅲ
」へ
の
乗
務
は

２
名
で
行
い
、１
名
が
撮
影
、１

名
が
撮
影
補
助
を
担
当
し
な
が

ら
、
互
い
に
確
認
し
合
う
ダ
ブ

ル
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

取
材
当
日
は
、
東
京
都
の
東
村
山
地
域
の

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
撮
影
高

度
は
お
よ
そ
２
０
０
０ｍ
で
し
た
が
、
多
く
の

撮
影
で
は
高
度
３
０
０
０ｍ
を
超
え
る
た
め
、

そ
の
際
は
、酸
素
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
の
作
業

と
な
り
ま
す
。

フ
ラ
イ
ト
中
の
機
内
で
撮
影
担
当
の
原
田

は
、
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
画
面
に
表
示
さ

れ
る
サ
ム
ネ
イ
ル（
画
像
を
縮
小
し
、
見
本
と

12

国
土
地
理
院
が
作
成
す
る
地
図
は
、全
て
の
地
図
の
基
礎
。

紙
や
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
提
供
さ
れ
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
観
光
マ
ッ
プ
、地

図
ア
プ
リ
な
ど
を
作
る
際
の
ベ
ー
ス
の
地
図
と
し
て
幅
広
く
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
地
図
作
成
の
第
一
歩
で
あ
る
空
中
写
真
を
撮
影
す
る
職
員
を
紹
介

し
ま
す
。

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FILE 50

国
土
地
理
院

基
本
図
情
報
部 

画
像
調
査
課

空
中
か
ら
地
上
を
捉
え
続
け
て
半
世
紀

日
々
変
化
す
る
国
土
の
姿
を
地
図
に
残
す

※　
Ｇ
Ｐ
Ｓ（
ア
メ
リ
カ
）、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｓ

（
ロ
シ
ア
）、
み
ち
び
き（
日
本
）な
ど
地

球
上
の
位
置
を
求
め
る
測
位
の
た
め
の

衛
星

くにかぜⅢに搭乗して行う空中写真撮影は、年間250時間・撮影面積は
５０００平方ｋｍに及ぶ

機内に設置された空中写真撮影用のデジタル
航空カメラ

撮影時に機体下部のカメラ孔が開き、垂直写真
撮影が行われる

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FIL
E 5

0

垂直写真撮影は航空機を計画したコース上に一直線で飛行させ撮影する。隣り合う写真が重なるよ
うに撮影するので、この重複部分では写真を立体的に見ることができるとともに、写ったあらゆる
場所の位置や標高を正確に求めることができる。
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し
て
表
示
し
た
も
の
）を
確
認
し
な
が
ら
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
へ
指
示
を
出
し
、
計
画
ど
お
り
に
撮

影
を
済
ま
せ
て
い
き
ま
す
。刻
々
と
変
わ
り
ゆ

く
上
空
の
状
況
に
応
じ
て
、
臨
機
応
変
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
成
功
の

た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。

１
回
の
フ
ラ
イ
ト
は
平
均
す
る
と
３
時
間

程
度
で
す
が
、
雲
や
光
の
状
態
で
う
ま
く
撮

影
で
き
な
い
時
や
、
周
辺
を
飛
行
す
る
ほ
か

の
航
空
機
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
上
空
で
旋

回
し
な
が
ら
待
機
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、
撮
影
地
区
が
広
い
場
合
や
、
複
数
の
地

区
を
連
続
し
て
撮
影
す
る
時
な
ど
も
あ
り
、

長
い
場
合
は
５
時
間
以
上
地
上
に
降
り
て
こ

ら
れ
な
い
日
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
後
日
へ
仕
切
り
直
し
に
な
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

撮
影
の
計
画
か
ら
仕
上
げ
ま
で

一
つ
の
地
区
で

お
よ
そ
１
カ
月
に
わ
た
る
作
業

降
機
後
、「
本
日
は
良
い
写
真
が
撮
れ
ま

し
た
」と
笑
顔
を
見
せ
る
南
。
こ
の
日
は
２

時
間
の
フ
ラ
イ
ト
予
定
で

し
た
が
、
天
候
条
件
も
良

く
順
調
に
撮
影
す
る
こ
と

が
で
き
、
１
時
間
半
ほ
ど

で
完
了
し
ま
し
た
。原
田
は

「
昨
年
は
天
候
が
良
く
な

い
日
が
多
く
て
苦
労
し
ま

し
た
。
計
画
に
沿
っ
て
行

い
ま
す
の
で
、一
番
気
に
な
る
こ
と
は
天
候
で

す
」と
話
し
ま
す
。

機
動
撮
影
係
の
業
務
は
、
年
度
計
画
を
基

に
各
地
区
の
撮
影
の
計
画
を
立
て
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
計
画
さ
れ
た
撮
影
範
囲

を
く
ま
な
く
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
、航
空
機

の
コ
ー
ス
と
撮
影
ポ
イ
ン
ト
を
組
み
立
て
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
と
相
談
し
な
が
ら
、
計
画
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

「
計
画
か
ら
撮
影
ま
で
に
３
週
間
く
ら
い

か
か
り
ま
す
。
撮
影
後
、デ
ー
タ
の
画
像
処
理

を
行
い
、成
果
物
と
し
て
整
理
す
る
ま
で
で
１

週
間
。
撮
影
以
外
は
基
本
的
に
一
人
で
作
業

を
行
い
、
複
数
地
区
で
の
撮
影
が
並
行
し
て

進
ん
で
い
ま
す
の
で
、そ
れ
ほ
ど
単
純
に
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
一
地
区
の
撮
影
に
１
カ
月
ほ

ど
か
か
り
ま
す
。」（
原
田
）。

撮
影
し
た
写
真
デ
ー
タ
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｄ

（Solid State D
rive

）
と
呼
ば
れ
る
記

録
装
置
に
取
り
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
を
降
機

時
に
機
内
の
カ
メ
ラ
か
ら
取
り
出
し
、
本
院

に
あ
る
解
析
用
パ
ソ
コ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
画
像
処
理
を
行
っ
た
後
、検
査
し
ま
す
。

「
撮
影
直
後
の
サ
ム
ネ
イ
ル
表
示
で
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
雲
や
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン※

な
ど

が
映
り
込
ん
で
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
地
面
に
雲
影
が
入
っ
て
い
な
い
か
も
確

認
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を“
障
害
”と
し
て
記
録

し
、
再
撮
影
が
必
要
な
も
の
と
そ
う
で

な
い
も
の
に
分
け
ま
す
。
写
真
を
検
査

し
た
後
、
成
果
物
と
し
て
整
理
す
る
と

こ
ろ
ま
で
が
、
機
動
撮
影
係
の
業
務
で

す
」（
南
）。

乗
務
員
の
安
全
管
理
も

大
切
な
仕
事

機
動
撮
影
係
は
、
国
土
地
理
院
の
中
で
人

数
が
最
も
多
い
係
で
す
。
通
常
の
撮
影
業
務

を
行
う
ほ
か
に
、
災
害
時
の
空
中
写
真
撮
影

も
対
応
し
ま
す
。
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は

す
ぐ
に
フ
ラ
イ
ト
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
、
土
日
祝
日
も
当
番
を
決
め
て
緊
急
時
に

備
え
て
い
ま
す
。

南
は
業
務
に
あ
た
っ
て
、
安
全
管
理
を
最

優
先
し
て
い
る
と
語
り
ま
す
。

「
災
害
現
場
で
の
撮
影
は
、
ど
う
し
て
も
、

も
っ
と
多
く
の
情
報
を
届
け
な
け
れ
ば
と
い

う
気
持
ち
か
ら
、
前
の
め
り
に
な
り
が
ち
で

す
。
私
た
ち
の
仕
事
は
、
撮
影
担
当
職
員
だ

け
で
な
く
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
整
備
士
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。全
員
が
無

理
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
安
全
面
で
の
注
意

に
は
特
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
」。

ま
た
原
田
は
、「
天
候
に
左
右
さ
れ
る
業

務
な
の
で
、
日
程
の
再
調
整
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
気
を
使

い
ま
す
。
日
本
全
土
が
撮
影
範
囲
な
の
で
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
フ
ラ
イ
ト
し
ま
す
が
、災

害
時
の
緊
急
出
動
に
も
対
応
で
き
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
機
体
や
人
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

も
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」と
語

り
ま
す
。

西
之
島
の
撮
影
は

新
た
な
国
土
を
測
る
仕
事

地
図
作
成
の
起
点
と
な
る
機
動
撮
影
係
の

業
務
は
、責
任
も
重
い
で
す
が
、や
り
が
い
も

大
き
い
と
二
人
は
話
し
ま
す
。

「
入
省
以
来
、現
場
で
地
図
作
成
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
自
分
が
担
当
し
た
地
図
が

公
表
さ
れ
た
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

現
在
は
空
中
写
真
の
撮
影
に
携
わ
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
や
り
が
い
も
よ
り
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
」（
原
田
）。

平
成
25
年
11
月
か
ら
噴
火
が
始
ま
り
、
島

の
地
形
が
大
き
く
変
化
し
た
東
京
都
小
笠
原

村
の
西
之
島
で
は
、現
在
、お
よ
そ
１
年
の
間

隔
で
、「
く
に
か
ぜ
Ⅲ
」に
よ
る
空
中
写
真
撮

影
と
解
析
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
１
月

に
行
わ
れ
た
撮
影
に
は
原
田
も
参
加
し
、
新

た
な
国
土
の
変
化
を
捉
え
ら
れ
る
こ
と
の
喜

び
を
感
じ
た
と
話
し
ま
す
。

日
々
の
撮
影
が
国
土
の
記
録

“
地
図
に
残
す
仕
事
” 

の
や
り
が
い

機
動
撮
影
係
の
ほ
か
に
も
南
は
、
緊
急
撮

影
係
、
三
次
元
地
理
情
報
係
、
写
真
図
係
を

統
括
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
頃
か
ら
地
図

を
眺
め
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
南
は
、

「
飛
行
機
に
も
気
象
に
も
関
わ
れ
る
画
像
調

査
課
の
業
務
が
本
当
に
楽
し
い
で
す
。
空

中
写
真
撮
影
業
務
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね

て
き
た
経
験
や
日
々
進
歩
す
る
最
新
の
技
術
、

そ
し
て
、
運
航
会
社
の
安
全
な
運
航
と
着
実

な
整
備
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
で
す
。

日
々
撮
影
し
て
い
る
も
の
が
、
そ
の
時
点
の

国
土
の
情
報
と
し
て
残
る
。
国
土
の
記
録
が

国
の
財
産
に
な
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
、
大
き
な

や
り
が
い
で
す
。“
地
図
に
残
す
仕
事
”だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

国
土
地
理
院
が
明
治
以
来
１
５
０
年
に
わ

た
っ
て
積
み
重
ね
て
き
た
膨
大
な
地
理
空
間

情
報
は
、
地
理
院
地
図
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
か
ら
無
料
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

常
に
最
新
の
情
報
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
空
中
写
真
は
、
地
図
を
作
る
過
程
の
一

部
で
も
あ
り
ま
す
が
、デ
ジ
タ
ル
画
像
解
析
に

よ
り
、
撮
影
し
た
瞬
間
の
三
次
元
の
正
確
な

位
置
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

人
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
価
値

が
十
分
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
活
用
方
法
を
提

案
で
き
る
よ
う
日
々
の
業
務
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」（
南
）。

昭
和
35
年（
１
９
６
０
年
）か
ら
続
く
空

中
写
真
撮
影
。
日
々
変
わ
り
ゆ
く
国
土
を
映

し
出
し
地
図
に
残
す
任
務
は
、
こ
れ
か
ら
も

続
い
て
い
き
ま
す
。

※　
特
に
強
い
光
が
当
た
っ
た
部
分
の
周
囲
が
白
く
ぼ
や
け

て
写
る
現
象

地理院地図      https://maps.gsi.go.jp/

地理院地図について、144号23ページでもご紹介しています。

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FIL
E 5

0

撮影後、画像が保存された SSD を取
り出す原田。このあと本院で画像処理
作業が行われる。

機上では分からなかった薄雲が原因で、障害とし
て記録された写真（写真上）と再撮影後の写真

機動撮影係長
原田 知明

画像調査課 課長補佐
南 秀和

雲もなく視界も良好だった空中写真撮影（くにかぜⅢより取材班撮影）

エンジンの音などにより声がかき消されてしまうため、
マイク付きのヘッドホンを装着して、会話する

現地確認や当日の
天候を記録するた
め、デジタルカメラ
での撮影も行う

取材時の飛行経路（青線）と撮影位置（赤点）を画面に表示した
もの。撮影後は作業時の GNSS 衛星の受信状況に問題がない
か、解析した結果が規定の制限値内に収まっているかどうかなど
の確認も行う。

機内に設置されているモニターには、今回
撮影する地区の計画が示されており、現在
位置もリアルタイムで表示される。このモニ
ターを見ながら撮影記録を取っていく。
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算
結
果
を
出
し
ま
す（
上
写
真
）。

計
画
に
基
づ
き
撮
影

計
画
が
定
ま
っ
た
ら
予
定
地
区
の
撮
影
担
当
を
決
め
、
く

に
か
ぜ
Ⅲ
に
搭
乗
し
て
空
中
写
真
を
撮
影
し
ま
す
。（
撮
影
の

様
子
は
12
ペ
ー
ジ
の「
現
場
力
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

撮
影
が
終
わ
る
と
、
担
当
者
が
４
個
の
記
録
装
置
に
分
け

て
保
存
し
た
写
真
デ
ー
タ
を
本
院
に
持
ち
帰
り
ま
す
。

４
色
に
分
か
れ
た
写
真
デ
ー
タ
を

合
成
し
て
画
像
調
整

空
中
写
真
は
、よ
り
高
い
解
像
度
を
得
る
た
め
に
R（
赤
）

G（
緑
）B（
青
）、
Ｐ
Ａ
Ｎ（
白
黒
）の
４
つ
の
レ
ン
ズ
で
撮

影
し
て
お
り
、こ
れ
ら
を
１
枚
の
写
真
に
合
成
し
、
さ
ら
に
色

調
整
を
行
う
作
業
を
行
い
ま
す
。

画
像
処
理
シ
ス
テ
ム
は
１
台
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。撮
影
条
件

や
コ
ー
ス
の
状
況
に
よ
り
、画
像
処
理
に
か
か
る
時
間
は
ま
ち

ま
ち
で
す
が
、色
調
整
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、ほ
か
の
地
区

で
撮
影
さ
れ
た
空
中
写
真
と
作
業
が
重
な
る
と
、
順
番
待
ち

撮
影
の
た
め
の
計
画
を
つ
く
る

機
動
撮
影
係
の
仕
事
は
、
年
度
計
画
に
基
づ
い
て
地
区
ご

と
の
撮
影
計
画
を
立
て
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
年
度

に
も
よ
り
ま
す
が
、
撮
影
計
画
は
年
間
全
国
50
地
区
以
上
に

な
り
ま
す
。
撮
影
計
画
は
、
地
図
の
更
新
予
定
を
踏
ま
え
て

立
案
し
、撮
影
に
適
す
る
季
節
や
天
気
予
報
の
ほ
か
、災
害
時

に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
出
水
期
を
外
す
な
ど
も
考
慮

し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
電
子
地
図
上
で
撮
影
予
定
範
囲
の
位
置
情
報
デ
ー

タ
を
作
成
し
、
撮
影
計
画
作
成
用
の
パ
ソ
コ
ン
に
読
み
込
み

ま
す
。

空
中
写
真
を
撮
影
す
る
と
き
は
、
立
体
的
な
情
報
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
各
写
真
は
隣
り
合

う
上
下
・
左
右
の
写
真
と
重
な

り
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の

た
め
、作
業
規
程
で
決
ま
っ
て
い

る
各
写
真
の
重
複
割
合
や
、
撮

影
地
区
の
標
高
な
ど
必
要
な
数

値
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
て
計

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、災
害
な
ど
で
緊
急
に
空
中

写
真
が
必
要
な
場
合
は
、
進
行
中
の
画
像
処
理
を
休
止
し
て

緊
急
作
業
を
優
先
さ
せ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

東
村
山
地
域（「
現
場
力
」取
材
時
に
撮
影
し
た
地
区
）で

の
撮
影
枚
数
は
全
部
で
52
枚
で
し
た
。
取
材
時
は
撮
影
範
囲

も
広
く
な
く
、
天
候
条
件
も
良
か
っ
た
の
で
比
較
的
早
く
色

調
整
が
完
了
し
ま
し
た
。し
か
し
、天
候
条
件
や
太
陽
の
位
置

に
よ
っ
て
明
る
さ
や
色
合
い
が
変
化
す
る
た
め
、
同
じ
日
、
同

じ
地
域
で
も
全
て
同
じ
条
件
で
撮
影
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
、撮
影
地
区
全
体
を
１
枚
の
写
真
と
し
て

つ
な
げ
た
と
き
に
違
和
感
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、画
像
処
理
の
工
程
は
特
に
気
を
使
い
ま
す
。

画
像
処
理
で
も
っ
と
も
大
変
な
の
は
、
天
候
状
況
に
よ
り

同
日
に
2
回
に
分
け
て
撮
影
し
た
り
、同
じ
コ
ー
ス
を
別
日
に

撮
影
し
た
り
す
る
と
き
で
す
。
そ
の
場
合
、同
じ
コ
ー
ス
な
の

に
ま
っ
た
く
違
う
色
合
い
の
写
真
が
で
き
上
が
る
の
で
、
こ
れ

を
調
整
す
る
の
は
、な
か
な
か
大
変
で
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

手
作
業
に
よ
る
地
道
な
色
調
整

色
調
整
す
る
と
き
に
目
安
に
し
て
い
る
の
は
、

道
路
や
木
の
緑
の
色
で
す
。不
自
然
に
見
え
な
い

か
ど
う
か
、一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
な
が
ら
色
調
を

決
め
、全
体
を
見
渡
し
な
が
ら
整
合
性
を
と
っ
て

　
地
図
が
で
き
る
ま
で
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
程
が
あ
り
ま
す
が

（
17
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）、空
中
写
真
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。「
く
に
か
ぜ
Ⅲ
に
乗
り
た
い
！
」と
志
願
し

て
平
成
28
年
４
月
に
配
属
さ
れ
た
画
像
調
査
課
機
動
撮
影
係
の
岡

本
梓
が
、空
中
写
真
が
完
成
す
る
ま
で
の
流
れ
を
案
内
し
ま
す
。

地
図
を
作
る
の
に
必
要
な
空
中
写
真

撮
影
計
画
か
ら
完
成
ま
で

空中写真を仕上げる
Vol.12Vol.12

空中写真を仕上げる

赤緑青の画像

画面上に表示されたコースと撮影点を
確認し、微調整を加えたら撮影計画は
完成です。このデータを、くにかぜⅢに
持ち込んで撮影を行います。

※　くにかぜⅢでの撮影時にシャッターを切った瞬間の「飛行機の位置」と「姿勢情
報」、写真に写った場所を地上で測量した「水平位置」と「高さ」のデータ。

高解像度の白黒画像
（赤青緑の倍以上の解像度）

高解像度のカラー画像

ベースとなる白黒画
像と、赤緑青の３画像
を合成

4個の記録装置に分けて保存したデー
タをこのパソコンにダウンロードし、1
枚の写真に合成します

紹
介
し
ま
す

左のモニターが撮
影した全域。赤い
線はそれぞれの
写真1枚に写った
範囲を表していま
す。右のモニター
はそのうちのある
地点の1枚を表示
したものです。

フィルムで撮影していた時の空中
写真です。色合いが一番自然なの
は、階調が豊かなフィルムで撮影
された写真です。

❶空中写真撮影
測量用航空機「くにかぜⅢ」で、
空から真下を撮影します。隣接
する写真と重なるように撮影す
ると図化作業の際に地上を立体
的に見ることができるようにな
ります。

❷現地調査
空中写真だけでは読み取ること
が難しいもの（建物の種類、塀や
石垣などの構造物や植生など）
は現地に行って調査します。

国土地理院が作っている地図には「基本図」と、基本図の上
に断層や地形分類、土地利用などの情報を上乗せした「主題
図」があります。ここでは「基本図」が生まれるまでの流れにつ
いて紹介します。

❸図化
地図に表記する必要な情報を取得
するため、重なり合うように撮影し
た空中写真、あるいはオルソ画像
を用いて図化を行います。隣り合っ
た2枚の空中写真を使用する場合
には、「デジタルステレオ図化機」と
いう特殊なコンピュータにセットし、
写真上の道路や建物の形状を立体
的に見ながら、なぞるようにして
データを描きます。また、高さの計
測も可能となるので、道路や建物
と同じように等高線を描くことが
できます。

❹編集
図化したデータに道路・鉄
道種別などの情報や地図
記号や注記（〇〇市など）
を加えて、分かりやすい地
図に編集していきます。

❺点検
作成した地図を印刷し、
表現に誤りがないか、一
枚一枚人の目で確認しま
す。修正が必要な地図は
正しい表現に直し、再度
点検します。

❻公表
2万5千分1地形図や20万分1地
勢図など、さまざまな縮尺の地図
として公表されます。

新鮮な地図をより早く提供するた
め、道路などの整備者・管理者から提供
される工事図面などを基により効率的な
地図作成も行っています。

い
く
、ま
さ
に
手
作
業
で
す
。

ま
た
、出
来
上
が
り
の
写
真
は
、よ
り
自
然
な
状
態
を
再
現

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。そ
の
と
き
参
考
に
な
る
の
が
過

去
に
フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
し
た
ア
ナ
ロ
グ
写
真
で
、
常
に
手
元
に

お
い
て
参
考
に
し
ま
す
。

画
像
処
理
専
用
の
ソ
フ
ト
は
く
に
か
ぜ
Ⅲ
に
搭
載
し
て
い

る
デ
ジ
タ
ル
航
空
カ
メ
ラ
に
連
動
し
て
い
る
も
の
を
使
う
の

で
、カ
メ
ラ
が
替
わ
る
と
作
業
に
必
要
な
ソ
フ
ト
も
変
わ
り
ま

す
。
カ
メ
ラ
は
５
年
ご
と
に
更
新
さ
れ
る
の
で
、
機
種
が
替

わ
っ
た
場
合
は
、
ソ
フ
ト
の
勉
強
も
一
か
ら
や
り
直
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

撮
影
条
件
や
コ
ー
ス
に
も
よ
り
ま
す
が
、
撮
影
デ
ー
タ
が

到
着
し
て
か
ら
画
像
処
理
を
完
了
す
る
ま
で
、
１
地
区
あ
た

り
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
担
当
者
が
作
成
し
た
画
像
は

係
員
同
士
で
確
認
後
、
係
長
が
さ
ら
に
点
検
し
ま
す
。
そ
の

後
、
品
質
管
理
の
担
当
者
が
検
査
し
、
課
長
の
最
終
確
認
を

経
て
、空
中
写
真
の
最
終
成
果
と
し
て
完
成
し
、作
業
は
完
了

と
な
り
ま
す
。

「
写
真
」か
ら
、正
確
な
位
置
を
持
っ
た「
画
像
情
報
」へ

完
成
し
た
写
真
は
、
こ
の
時
点
で
は
単
に
空
か
ら
撮
影
し

た
写
真
の
集
ま
り
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、地
形
の
起
伏

に
よ
る
ゆ
が
み
や
建
物
の
倒
れ
こ
み
な
ど
も
あ
り
ま
す
。地
図

と
正
確
に
重
ね
る
た
め
に
、
地
形
補
正
や
画
像
の
ゆ
が
み
を

除
く
処
理
を
行
い
、位
置
の
情
報※

を
与
え
て
、撮
影
地
区
全
体

を
継
ぎ
目
な
く
1
枚
に
つ
な
げ
ま
す
。こ
の
過
程
を
経
て
つ
く

ら
れ
た
画
像
は「
オ
ル
ソ
画
像
」と
呼
ば
れ
、
地
図
の
更
新
に

用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
国
土
地
理
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
地
理
院

地
図
」で
提
供
し
て
お
り
、
一
般
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
位
置
情
報
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地図ができるまで

ココを
詳しく！
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自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

「
山さ

ん

紫し

水す
い

明め
い

」の
ま
ち

〜
北
杜
〜

む
３
６
０
度
の
山
岳
景
観
（
山
）
に
あ
り
ま
す
。

八
ヶ
岳
高
原
大
橋
な
ど
、
富
士
山
の
眺
望
ス

ポ
ッ
ト
も
数
多
く
あ
り
、
こ
の
地
で
は
『
富
士
山

と
八
ヶ
岳
の
背
く
ら
べ
』
の
話
も
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
蝶
で
あ
る
オ
オ
ム
ラ
サ
キ（
紫
）

の
生
息
数
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
水
）の
生

産
量
、
年
間
２
５
０
０
時
間
以
上
の
日
照
時
間

（
明
）
が
い
ず
れ
も
日
本
一
を
誇
っ
て
お
り
、
ま

さ
に
『
山
紫
水
明
』の
地
で
す
」。

※
北
杜
市
の
美
し
い
景
観
は
、
21
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

他
に
も
風
土
を
生
か
し
て
生
産
さ
れ
る
浅
尾

ダ
イ
コ
ン
、
明
野
金
時
な
ど
の
地
場
野
菜
や
お

米
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、ト
マ

ト
、
リ
ン
ゴ
な
ど
の
農
作

物
、
清
ら
か
な
水
を
生
か

し
た
、
日
本
酒
、
ウ
イ
ス

キ
ー
、
ワ
イ
ン
な
ど
が
特

魅
力
あ
る
３
６
０
度
の
山
岳
景
観

山
梨
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
八
ヶ
岳
、
南

ア
ル
プ
ス
な
ど
の
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
、
県
で

最
も
大
き
な
面
積
の
北
杜
市
。
古
く
は
旧
甲
州

街
道
の
宿
場
と
し
て
栄
え
た「
台だ

い
ヶが

原は
ら
宿じ
ゅ
く」や
樹

齢
約
２
千
年
と
い
わ
れ
る「
山や

ま
高た
か
神じ
ん
代だ
い
ザ
ク
ラ
」

な
ど
歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
見
ど
こ
ろ
が
あ
ま
た

あ
る
。北

杜
市
の
魅
力
に
つ
い
て
、
市
役
所
産
業
観

光
部
観
光
課
の
仲
山
直
樹
さ
ん
に
伺
っ
た
。「
北

杜
市
の
魅
力
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
な
ん

と
い
っ
て
も
北
に
八
ヶ
岳
、
西
に
甲か

斐い

駒こ
ま

ヶが

岳だ
け

か
ら
連
な
る
南

ア
ル
プ
ス
、
東

に
瑞み

ず
が
き牆
山や
ま
・

茅か
が

ヶや

岳た
け

、
南
に

富
士
山
を
望

産
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
は
市
内
３
カ
所
に
あ

る
道
の
駅
や
観
光
施
設
な
ど
で
購
入
で
き
る
。

広
域
で
連
携
し
た
観
光

首
都
圏
か
ら
の
国
内
旅
行
者
を
中
心
に
年

間
約
４
０
０
万
人
が
訪
れ
る
北
杜
市
だ
が
、
さ

ら
な
る
観
光
客
誘
致
の
取
り
組
み
と
し
て
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
、
長
野
県
の
富
士
見

町
、原
村
と
連
携
し
た「
八
ヶ
岳
観
光
圏
」の
形

成
で
あ
る
。

「
観
光
圏
」と
は
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど

に
お
い
て
密
接
な
関
係
の
あ
る
観
光
地
を
一
体

と
し
た
区
域
で
あ
り
、
区
域
内
の
関
係
者
が
連

携
し
、
地
域
の
幅
広
い
観
光
資
源
を
活
用
し
て
、

観
光
客
が
滞
在
・
周
遊
で
き
る
魅
力
あ
る
観
光

地
域
づ
く
り
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、

全
国
で
13
の
地
域
が
観
光
庁
か
ら
認
定
さ
れ
て

い
る
。八

ヶ
岳
観
光
圏

の
事
業
推
進
母
体

と
な
っ
て
い
る
一
般

社
団
法
人
八
ヶ
岳

ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
小
林
昭
治
代
表
理

事
に
伺
っ
た
。「
八
ヶ
岳
観
光
圏
の
特
徴
は
、
上

層
部
に
は
主
峰
で
あ
る
赤あ

か
岳だ
け
や
権ご
ん
現げ
ん
岳だ
け
な
ど
鋭

く
切
り
立
つ
峰
々
、
下
層
部
に
は
東
西
約
31
㎞
、

南
北
約
41
㎞
と
広
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
裾
野
が
広

が
り
、『
山
岳
』『
高
原
』『
里
山
』『
田
園
』
と

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
が
特
徴
を
持
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
圏
域
内
の
約
１
０
０
０
ｍ
の

標
高
差
を
車
で
30
分
ほ
ど
で
移
動
で
き
る
『
標

高
１
０
０
０
ｍ
の
立
体
空
間
』の
た
め
、花
や
新

緑
・
紅
葉
な
ど
が
織
り
な
す
日
本
の
四
季
を
同

時
に
２
シ
ー
ズ
ン
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
過
ご
し
や
す
く
優
れ
た
自
然
環
境
や
景
観

の
中
で
、
青
空
や
星
空
の
魅
力
を
提
供
で
き
る

エ
リ
ア
で
も
あ
り
ま
す
。首
都
圏
か
ら
約
２
時
間

と
い
う
距
離
も
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

八
ヶ
岳
観
光
圏
は「
１
０
０
０
ｍ
の
天
空
リ

ゾ
ー
ト
八
ヶ
岳
～
澄
み
き
っ
た
自
分
に
還
る
場

所
～
」を
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に「
標
高
サ
イ
ン
」
の
掲
示
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
観
光
施
設
や
地
元
の
商
店
な
ど

２
０
０
０
カ
所
以
上
の
至
る
所
に
そ
の
場
所
の

標
高
を
掲
示
し
て
、
来
訪
者
や
地
域
住
民
自
ら

が
八
ヶ
岳
観
光
圏
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
標
高

１
０
０
０
ｍ
の
立
体
空
間（
標
高
差
）を
体
感
し

て
も
ら
う
試
み
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
圏
域
は
１
月
中
旬
か
ら
２
月
中

旬
に
か
け
て
特
に
冷
え
込
み
が
厳
し
い
た
め
、来

山
梨
は
古
名
を「
月や

ま

見な

里し

」と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
月
見
里

の
中
で
も
美
し
い
星
空
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
地
と
し
て
、北
杜
市
は

い
つ
か
ら
か「
星ほ

見く

里と

」と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。雄
大
な
山
々

や
清せ

い

冽れ
つ

な
水
、
動
植
物
な
ど
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
先
人
よ
り
受

け
継
い
だ
美
し
い
自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

訪
者
が
少
な
く
な
る
時
期
で
あ
る
。
弱
み
で
あ

る
そ
の
寒
さ
を
強
み
と
捉
え
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
の
が
、
そ
の
日
の
気
温
で
割
引
率
が
変

わ
る「
寒
い
ほ
ど
お
得
フ
ェ
ア
」で
あ
る
。
観
測

点
（
北
杜
市
の
清
里
駅
前
観
光
案
内
所
）の
朝

10
時
の
気
温
に
応
じ
て
対
象
商
品
が
、５
～
０・

１
度
の
際
は
10
％
、
０
～
マ
イ
ナ
ス
４・９
度
の

際
は
30
％
、マ
イ
ナ
ス
5
度
以
下
の
際
は
な
ん
と

50
％
も
割
引
に
な
る
。「
圏
域
内
の
飲
食
店
な

ど
75
店
舗
が
参
加
し
て
お
り
、
今
や
風
物
詩
と

も
い
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
小
林
代

表
理
事
）。

他
に
も
、
八
ヶ
岳
の
満
天
の
星
が
織
り
成
す

星
空
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
が
案
内
す
る「
ス
タ
ー

オ
ー
シ
ャ
ン
八
ヶ
岳
」な
ど
、
圏
域
な
ら
で
は
の

魅
力
を
体
感
で
き
る
滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
造
成
も
行
っ
て
お
り
、「
対
面
で
の
聞

き
取
り
で
実
施
し
た
来
訪
者
満
足
度
調
査
の
結

果
、
満
足
度
は
88
・
１
％
、
再
来
訪
者
の
割

合
（
２
回
以
上
）も
78
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

美
し
い
自
然
環
境
や
景
観
の
中
で
、
青
空
や
星

空
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」と
小

林
代
表
理
事
は
語
る
。

世
界
的
な
名
水
の
地
を
目
指
す

平
成
26
年
６
月
に
、
人
と
自
然
の
共
存
活
動

に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
と
し
て
南

ア
ル
プ
ス
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

た
。
こ
の
登
録
を
機
に
、
北
杜
市
と
水
資
源
の

保
全
活
動
を
積
極
的
に
行
う
企
業
が
互
い
に
手

を
結
び
、南
ア
ル
プ
ス
地
域
を
起
点
に「
世
界
に

誇
る
水
の
山
」
と
し
て
そ
の
価
値
を
世
界
に
広

め
、
市
民
と
共
に
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
い

く
、
ブ
ラ
ン
ド
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト“
世
界
に
誇

一般社団法人
八ヶ岳ツーリズムマネジメント
　代表理事 小林 昭治さん

北杜市役所　観光課  
仲山 直樹さん

国蝶「オオムラサキ」
北杜市から望む山々

北杜市の特産品

八ヶ岳観光圏の
中でも多くの方
が訪れる山梨県
立「まきば公園」

「寒いほどお得フェア」はテレビで
も紹介された

圏域内の各所に掲示さ
れている「標高サイン」

八ヶ岳観光圏

シリーズ探
訪・探求

訪れたいまち
第46回

山梨県北
杜市

ほ く と



北杜２４景
〜大自然の  風景〜

北杜２４景は、北杜市の美しい景色を後世に伝え
るため、市民の投票によって選定されたものです。
選りすぐりの景色の中で、あなたはどんな物語

を描きますか？

1 茅ヶ岳広域農道からの大ロケーション
2 太陽の里、ひまわり畑とフラワーセンター
3 みずがき山自然公園からの瑞牆山
4 増富温泉と渓谷美
5 津金の三代校舎と海岸寺と石仏群
6 長澤の鯉のぼりと花の森公園
7 高原大橋からの八ヶ岳と川俣川渓谷
8 清里高原とポールラッシュ通り
9 東沢大橋とまきば公園からの景観
10 吐

ど
竜
りゅう

の滝と川俣川渓谷
11 谷戸城趾からの田園風景と金生遺跡
12 レインボーラインと富士見坂からの大パノラマ
13 馬と高原
14 三分一湧水と平山郁夫シルクロード美術館
15 信玄棒道と石仏
16 JR 小海線（ハイブリッド車両）と八ヶ岳
17 大イトザクラと南アルプス
18 清春芸術村、桜と甲斐駒ヶ岳
19 旧甲州街道台ヶ原宿
20 名水公園べるがと甲斐駒ヶ岳
21 名水、尾白川渓谷
22 山高神代ザクラと眞

さね
原
はら

の桜並木
23 武川米の郷、田園風景
24 精進ヶ滝と石

いし
空

うとろ
川
がわ

渓谷

3

24
2322

21
20

19

18
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1413

12
11

10
9

8
7

6

21

5

4

15

20

る「
水
の
山
」”を
開
始
し
た
。

白
く
美
し
い
山
肌
の
甲
斐
駒
ヶ
岳
は
、
マ

グ
マ
が
地
下
で
固
ま
り
で
き
た
花か

崗こ
う

岩が
ん

が

１
０
０
万
年
以
上
の
時
を
経
て
持
ち
上
げ
ら
れ

る
こ
と
で
誕
生
し
、
そ
の
砕
け
た
花
崗
岩
の
地

層
が
天
然
の
ろ
過
装
置
と
な
り
、ゆ
っ
く
り
と
く

ぐ
り
磨
か
れ
た
水
は
適
度
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん

だ
清
冽
な
天
然
の
地
下
水
と
な
っ
て
い
る
。

市
役
所
観
光
課
の
仲
山
さ
ん
は「
北
杜
市
に

は
70
カ
所
を
超
え
る
湧
水
や
滝
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
湧
水
の
多
く
が
地
域
の
歴
史
と

密
着
し
、
武
田
信
玄
公
に
由
来
の
あ
る
三さ

ん
分ぶ

一い
ち

湧ゆ
う
水す
い
な
ど
今
も
な
お
飲
料
水
や
生
活
用
水
、
田

畑
の
農
業
用
水
の
水
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

り
、地
域
の
方
々
の
保
全
に
よ
り
守
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
地
が
な
ぜ
水
に
恵
ま

れ
、
水
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
、
受
け
継
い
で
い

く
の
か
な
ど
の
啓
発
活
動
や
市
民
と
協
働
し
た

清
掃
な
ど
の
保
全
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
世

界
的
な
名
水
の
地
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」と
語
っ
た
。

自
然
と
人
の
共
生
を
考
え
る
活
動

南
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
山
々
に
囲
ま
れ
水
が
豊

か
で
あ
る
が
故
に
、
ひ
と
た
び
台
風
や
大
雨
に

な
る
と
河
川
に
多
く
の
水
が
流
れ
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
も
あ
る
。

昭
和
34
年
（
１
９
５
９
年
）
と
昭
和
57
年

（
１
９
８
２
年
）に
発
生
し
た
台
風
に
よ
り
、
白

州
・
武む

川か
わ

地
域
は
大
規
模
な
土
砂
災
害
に
襲
わ

れ
た
。
こ
の
災
害
の
伝
承
と
防
災
思
想
の
普
及

や
渓
流
環
境
の
保
全
を
目
的
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

甲か

斐い

駒こ
ま
清せ
い

流り
ゅ
う
懇こ
ん
話わ

会か
い
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
会
は
、
地
元
企
業
、
行
政
関
係
者
、
学

識
経
験
者
、
地
元
住
民
が
一
体
と
な
り
組
織
さ

れ
た
約
60
名
か
ら
な
る
団
体
で
、
昭
和
34
年
に

発
生
し
た
土
砂
災
害
の
復
興

工
事
完
成
を
記
念
し
て
大
武

川
の
橋
の
た
も
と
に
建
立
さ

れ
た
公
園「
ゆ
ら
み
ず
」を
拠

点
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

遠
山
若
枝
事
務
局
長
は「
平
成
27
年
か
ら
、

県
内
外
の
方
を
対
象
と
し
て
災
害
意
識
の
大
切

さ
を
周
知
す
る
『
防
災
フ
ェ
ア
・
ゆ
ら
み
ず
祭

り
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、毎
年
夏
に
は

地
元
小
学
校
の
児
童
や
保
護
者
を
招
き
、
地
域

の
自
然
環
境
と
郷
土
の
文
化
や
災
害
の
歴
史
と

防
災
に
つ
い
て
学
習
す
る『
砂
防
校
外
授
業
』も

行
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

「
砂
防
校
外
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
特
に

子
ど
も
た
ち
に
は
防
災
上
の
大
切
な
教
訓
に
な

り
ま
す
。
魚
の
生
態
の
学
習
や
降
雨
体
験
車
へ

の
試
乗
、
災
害
体
験
者
の
講
話
な
ど
内
容
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
、親
子
そ
ろ
っ
て
貴
重
な
体
験
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
」（
遠
山
事
務
局
長
）。

甲
斐
駒
清
流
懇
話
会
の
も
う
一
つ
の
大
き
な

活
動
が「
甲
斐
駒
清
流
ウ
ォ
ー
ク
」で
あ
る
。
こ

れ
は
、
白
州
・
武
川
地
域
を
流
れ
る
大
武
川
・

尾お

白じ
ら
川が
わ
の
河
川
沿
い
を
中
心
に
、
地
域
の
歴
史

や
文
化
を
学
び
な
が
ら
実
際
に
歩
い
て
、
防
災

施
設
の
見
学
と
渓
流
環
境
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

で
、
観
光
名
所
の
紹
介
や
ま
ち
の
活
性
化
に
役

立
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
自
然
と
人
の
共
生
の
大
切
さ
に

つ
い
て
普
及
啓
発
を
図
る
と
と

も
に
、
河
川
清
掃
を
通
じ
て
地

域
の
美
化
に
貢
献
し
て
い
る
と

し
て
、
水
資
源
行
政
の
推
進
に

あ
た
っ
て
特
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
国
土
交

通
大
臣
が
表
彰
す
る「
平
成
29
年
度
水
資
源
功

労
者
表
彰
」を
授
与
し
た
。

　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●

季
節
も
春
に
な
り
、だ
い
ぶ
暖
か
く
な
っ
て
き

た
。
多
く
の
人
に
山
紫
水
明
の
地
で
山
岳
景
観

や
標
高
１
０
０
０
ｍ
の
立
体
空
間
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
た
い
。北
杜
市
の
あ
ふ
れ
る
魅
力
は
こ

れ
か
ら
が
本
番
で
あ
る
。
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ＮＰＯ法人甲斐駒清流懇話会
事務局長　遠山 若枝さん

昨年7月に開催された「水の山未来トーク」
の様子

防災施設の見学と渓
流環境を楽しむイベント

「甲斐駒清流ウォーク」

清冽な水が流れる尾白川
渓谷の「千ヶ淵」

災害意識の大切さを
周知する「防災フェ
ア・ゆらみず祭り」

“世界に誇る「水の
山」”ＰＲマスコット
キャラクター「ミズ
クマ」

自然環境や防災などにつ
いて学習する「砂防校外
授業」

世界に誇る
「水の山」プロジェクト

ＮＰＯ法人甲斐駒清流
懇話会の活動



　
「安心Ｒ住宅」とは？

　「安心R住宅」とは、これまでの既存住宅（中古住宅）の
マイナスイメージを払拭するため一定の条件を満たした住
宅の広告に、国の関与のもとでロゴマークを付けて、物件
選びに役立つ情報を消費者の皆さまへ分かりやすく提供す
る仕組みです。
　既存住宅には、「新築に比べて安い」「実際の住宅を見て
検討できる」などという良さがありますが、「不安」「汚い」

「分からない」というマイナスイメージが強く既存住宅を選
びにくい状況でした。
　そこで、国土交通省では、耐震性などの条件を満たし、
リフォームなどについての情報提供が行われる既存住宅に
対し、国の関与のもとで不動産業者などが加盟する団体
が「安心R住宅」のロゴマークを付与できるようにしました。

「安心Ｒ住宅」の要件
　「安心R住宅」では、ロゴマークを付与するために「安心」

「きれい」「分かりやすい」の３つの要件を設けています。
まず、「基礎的な品質があり『安心』」として、昭和56年

（1981年）６月以降の耐震基準（いわゆる新耐震基準）

や既存住宅売買瑕疵保険※の検査基準に適合していること
としています。
　次に、「リフォーム工事が実施されていて『きれい』」とし
て、リフォーム工事によって「汚い」イメージが払拭されて
いる（リフォーム工事を実施しない場合は、費用情報を含
むリフォーム提案書が付いている）とともに、外装、主た
る内装、水廻りの現況の写真を閲覧できることとしてい
ます。
　最後に、「情報が開示されていて『分かりやすい』」として、
検査済証や点検記録などの有無を示した「安心Ｒ住宅調
査報告書」を不動産業者から入手でき、希望すれば詳細な
情報が開示されることとしています。
　これらに加え、制度の内容やトラブルについて、事業者
団体の相談窓口へ相談することができます。

４月１日から開始！
　「安心R住宅」のロゴマークを使用した既存住宅の広告が、
いよいよ本年4月1日から始まります。ぜひ「安心R住
宅」のロゴマークを目印に、「住みたい」「買いたい」と思え
る既存住宅を探してみてください。
※購入した既存住宅に、構造耐力上主要な部分、雨水の浸入を防止する部分に隠

れた瑕疵があった場合、補修費用などが支払われる保険

「まんがでわかる！安心Ｒ住宅」はこちら！ http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_tk2_000038.html

安心Ｒ住宅
「住みたい」「買いたい」既存住宅の流通促進

あ ん  し ん  ア ール じ ゅ う  た く

　しか

ふっしょく

　　　　　 既存住宅ならではの良さ
●新築に比べて安い
●実際の住宅を見て検討できる
●あらかじめ周辺環境を確認できる
●リフォームによって自分のニーズに合わせられる

　　  従来の既存住宅のマイナスイメージ
●「不安」品質が不安、不具合があるかも
●「汚い」見た目が汚い、設備が古い
●「分からない」選ぶための情報が少なくて分からない

●新耐震基準に適合
●インスペクション（建物状

況調査など）の結果、既
存住宅売買瑕疵保険の検
査基準に適合

●リフォーム工事によって従来
の既存住宅の「汚い」イメー
ジが払拭されている
●リフォーム工事を実施してい

ない場合は、費用情報を含
むリフォーム提案書がある

●外装、主たる内装、水
廻りの現況の写真を閲
覧できる

事業者団体が相談窓口を設置していて、トラブルがあっても相談できる　　　　など

●広告時に点検記録などの保管
状況が示され、さらに求めに
応じて詳細情報が開示される

（インスペクションのイメージ）

（仲介事業者など） （住宅リフォーム
事業者）

（現況の写真イメージ）
（情報開示イメージ）

（仲介事業者など）

広告時の情報開示 商談時に
詳細情報を開示

● 広告などで写真を見て、実
施済みのリフォーム工事の
内容を確認できる    　など

● 既存住宅だけど、きれい
● これからリフォーム工事にかかる費

用やリフォーム工事後のイメージが
分かる　　　　　　　　　　 など

● 今までに実施した点検や修繕の内
容が分かる

● どんな保険･保証が付くかが分かる                       
　   　　　　　　　　　　　など

   「調査報告書」
･ 設計図書
・ - - - - - - 
・ 設備点検
・ 修繕
・ 保険
・ - - - - - - 

無

無

有

有
有
有

連携

「住みたい」「買いたい」と思える既存住宅を選択できる

基礎的な品質があり「安心」
リフォーム工事が実施されていて「きれい」 情報が開示されていて

「分かりやすい」

（一戸建て住宅の場合）

1 2 3
安心R住宅

柱

壁

基礎

屋根

開口部

外壁

民泊の制度が変わります

検 索検 索民泊制度 http://www.mlit.go.jp/kankocho/minpaku/民泊に関する制度や届け出の方法などについては、
「民泊制度ポータルサイト」をご覧ください。

　
民泊の急速な広がり

　民泊とは、住宅（一戸建て住宅や共同住宅など）の全部ま
たは一部を活用して、旅行者などに宿泊サービスを提供する
ことをいいます。
　ここ数年、訪日外国人旅行者数が伸びている中、日本で
も急速に普及しています。多様な宿泊ニーズへの対応だけで
はなく、空き家の有効利用といった地域活性化の観点からも
注目されていますが、宿泊者の安全面・衛生面が必ずしも確
保されていないことや、騒音やゴミ出しによる近隣住民との
トラブルの発生などが問題となっています。
　こうした状況を踏まえ、一定のルールを定め、健全な民泊
の普及を図る目的で、住宅宿泊事業法（民泊新法）が制定さ
れ、本年６月15日から施行されます。

届け出開始
　民泊新法では、民泊事業者を「住宅宿泊事業者」「住宅宿
泊管理業者」「住宅宿泊仲介業者」の３つに区分し、それぞ
れの役割や義務を規定しています。
　住宅宿泊事業者は、都道府県知事または保健所設置市な
どの長に届け出れば、「住宅」を活用することを前提として、
年間180日を限度に民泊が提供できるようになります。
　厚生労働省と国土交通省は昨年12月、法の解釈や留意
する事項などをまとめた「住宅宿泊事業法施行要領（ガイドラ
イン）」を作成しました。
　都道府県などでは、民泊事業者の届け出・登録の申請を
３月15日から受け付けています。

民泊のこれから
　今後、民泊には「旅館業法に基づく簡易宿所」「特区民泊
（国家戦略特別区域法に規定される国家戦略特別区域外国人
滞在施設経営事業）」「民泊新法に基づく民泊」の３つが併存
することになります。民泊を行いたい事業者がそれぞれの特
性に応じて制度を選択し、旅行者の多様化する宿泊ニーズに
応えることが期待されます。
　一方で、民泊事業者や宿泊者だけでなく、地域住民にも
それぞれの制度・運用ルールの違いによる特性や相違点を周
知し、民泊に対して理解していただくことが必要であり、今
後、「民泊制度ポータルサイト」などを通じて広く周知していき
ます。

～住宅宿泊事業者の届け出がスタートしました！！～

宿泊者

住宅宿泊仲介業者

住宅宿泊事業者
管理の委託（不在型の場合）

住宅宿泊管理業者

観光庁長官

都道府県知事など 国土交通大臣

特区民泊で利用されてい
る部屋

（株式会社 百戦錬磨 提供）

サイトを通じた
予約・支払い

物件情報
の提供

住宅の提供

民泊新法の基本的枠組み
監督

監督

登録

届出 監督登録

情報共有
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